
説 明 事 項 

 

Ⅰ 現 状 

 

１ 工事の進捗状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料１～４】 

・本年５月２７日に第Ⅰ期工事着工、主に敷地造成工事を継続中 

・本年１２月末までの間に、管理棟等の建設工事等を実施予定 

・現在、主に敷地造成工事を継続中 

 

２ 米軍人等の配置スケジュール、居住地の状況 

(１) 配置スケジュール 

・米軍経ヶ岬通信所は、本年１０月頃にレーダーを設置予定 

・９月２０日頃に９０名程度（内軍人約２０名、軍属約７０名）の人員が来丹、

今後順次増員（最大約１６０名：軍人約２０名、軍属約１４０名） 

(２) 居住地（ホテルつかさ峰山、プラザホテル吉翠苑、シティホテル峰山等） 

・軍人は、将来的に基地内居住施設に居住 

・同施設完成までの間、市内のホテルに宿泊 

・軍属は、当面は市内のホテルに宿泊 

・平成２６年６月京都府宅地建物取引業協会会員へ説明会を開催 

→来年３月末までに移転先（賃貸住宅）を決める予定 

 

Ⅱ 安全・安心の確保の体制と取組 

 

１ 現地連絡所及び連絡会の体制と活動・・・・・・・・・・・・【資料５～６】 

(１) 現地連絡所 

＜防衛省＞ 

・平成２５年１２月連絡所を丹後庁舎内に設置 

・平成２６年９月１日、基地により近い旧宇川中学校に移転 

＜京丹後市＞ 

・平成２５年１０月１日基地対策室を設置。 

・平成２６年９月より旧宇川中学校へ移転。 

 (２) 安全・安心対策連絡会 

・これまで、関係者により安全・安心対策に係る個別課題を検討 

→本日、正式な連絡会立ち上げに向け調整会合開催 

・今後設置予定の「（仮称）米軍経ケ岬通信所の設置に係る安全・安心対策連

絡会」については、関係機関及び地元住民代表で組織 

・市全域の安全・安心対策に係る課題及び基地周辺地域の課題等の分野につい

て協議 

 

 

近畿中部防衛局 

京 丹 後 市 

 



２ 取 組 

(１) 交通事故、事件対策等・・・・・・・・・・・・・・・・【資料７～１２】 

ア 交通事故・事件の予防 

・米軍人等は、経ケ岬への配置に先立ち、日本語及び日本文化、自動車運転な

どの研修を実施 

・これに加え、 

→地域の交通事情等の講義（座学）の実施 

→日本での運転経験が浅い者等に対する実車教習、冬季運転（雪道走行）教

習の実施 

→携行可能な交通安全マップを作成、配付 

・更に、 

→近畿中部防衛局は、民間警備会社に委託し、宇川小児童の登下校時の交通

誘導及び基地周辺地域等の巡回警備を実施 

→米軍人等の通勤は、勤務シフトごとに集団通勤を実施 

（概ねの車両数：マイクロバス等３～４台予定） 

→集団通勤のマイクロバス運転手は、京丹後の地理を熟知した地元の運転手

を採用 

 

イ 万一の事件・事故発生時の対応 

・事件・事故発生時の通報マニュアル（警察へ第一報）を作成 

・関係行政機関との連絡通報体制を確立 

 

ウ イの場合の賠償等措置 

・裁判関係の手続き等についての概要 

・ＳＡＣＯ最終報告において、地位協定下の全ての人員の任意保険加入を決定 

・在日米軍司令官から、対人３,０００万円、対物３００万円以上の保険への

加入命令（軍属についても同様） 

 

エ その他 

・航空自衛隊経ケ岬分屯基地との連携協力による支援 

   

 (２) 環境調査の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料１３～１４】 

・騒音、電磁界強度、水質の３項目について、今後も季節等を考慮しつつ継続

して複数回の調査実施 

・これまでの実施状況 

→騒 音 調 査： 平成２６年２月、５月及び８月 

→電磁界強度調査： 平成２６年３月及び７月 

→水 質 調 査： 平成２６年３月及び７月 

 

 

 



(３) 生活・産業影響への対策 

ア 生活・産業対策 

・平成２６年６月議会へ対策事業（１８事業）を補正計上（再編交付金）     

地元要望をはじめ、生活・産業への安全・安心対策 

イ 交通環境整備対策 

・平成２６年度から浜丹後線、間人大宮線の改良事業を実施 

 

Ⅲ その他 

  

・基地関連に関しては、次のような全国組織があり、本市においても加盟してい

く 

 ・防衛施設周辺整備全国協議会 

 


